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【月　日】　令和６年10月13日（日）
　　　　　　受　付　午後12時30分より
　　　　　　総　会　午後1時～ 1時30分
　　　　　　懇親会　午後1時30分～ 3時30分
【場　所】　ホテルグランドヒル市ヶ谷 
　　　　　(市ヶ谷駅より徒歩３分)
　　　　　東京都新宿区市谷本村町4-1
　　　　　TEL　03-3268-0111

【会　費】　8,500円
【年会費】　1,500円

【お問合せ先】
　古谷事務局長　　　☎090-7947-5439
　帯広市観光交流課　☎0155-65-4133（直通）

　ようやく暑い夏が終わり、吹く風に心地良い秋の気配を感じる頃。
　故郷を心温かく懐かしく思う会員の皆様に、そして北海道大好き、十勝帯広大好きな方々に「とかちのか
ち」を満喫し親睦を深めて頂くようにと願って、総会·秋の集いを開催します。久しぶりの再会、新しい出会
い。ご家族やご友人とお誘い頂き、お一人でも大歓迎です。たくさんの皆様の出席をお待ちしております。

令和6年度　総会・秋の集い開催令和6年度　総会・秋の集い開催
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田
中
会
長
を
は
じ
め
東
京
帯
広
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
、首
都
圏
と
十
勝
・
帯
広
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
な
か
、
様
々
な
分
野
で
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
本
年
は
長
年
に
わ
た
り
市
民
の
手
で
育
ん
で

き
た
「
帯
広
の
森
」
が
造
成
開
始
か
ら
50
周
年
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

自
然
や
み
ど
り
を
基
盤
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
脱

炭
素
の
推
進
や
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
持
続
可

能
な
世
界
を
目
指
す
時
代
の
流
れ
に
合
致
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、
観
光
や
福
祉
、
文
化
な
ど
の
様
々
な
分
野

と
の
連
携
に
よ
り
、
魅
力
的
で
特
色
あ
る
空
間
や
心
豊

か
な
暮
ら
し
が
創
り
出
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、帯
広
市
を
は
じ
め
と
し
た
十
勝
・
日
高
管
内
の

13
市
町
村
に
ま
た
が
る
『
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公

園
』が
、
６
月
25
日
に
国
内
35
番
目
の
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。国
立
公
園
化
に
よ
っ
て
、
十
勝
・
帯

広
の
更
な
る
知
名
度
向
上
を
は
じ
め
、
日
高
山
脈
の
美

し
い
景
観
や
貴
重
な
自
然
が
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
機
運
を
活
か
し
て
、十
勝
・
帯
広
の
価
値
を

さ
ら
に
高
め
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
帯
広
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 ご  

挨  

拶

帯
広
市
長

米
　
沢
　
則
　
寿

　

田
中
会
長
を
は
じ
め
、
東
京
帯
広
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
ふ
る
さ
と
帯
広
の
発
展
の
た
め
、
十
勝
・
帯
広
と
東
京
圏
と

の
架
け
橋
と
し
て
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
６
月
25
日
に
、「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
高
山
脈
は
、
私
達
、
十
勝
・
帯
広
の
人

間
に
と
っ
て
、
市
街
地
か
ら
も
そ
の
印
象
的
で
美
し
い
山
並
み

を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
、
多
く
の
学
校
で
も
校
歌
の
歌
詞
に
使

用
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
、
原
風
景
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
帯
広
の
水
道
水
は
、
全
国
的
に
も
美
味
し
い
と

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
水
源
と
な
る
札
内
川

は
、
日
高
山
脈
を
源
流
と
し
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
清
流
日
本
一

に
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
豊
富
な
水
と
豊
か
な
土
壌

が
日
高
山
脈
か
ら
十
勝
平
野
に
届
け
ら
れ
、
十
勝
・
帯
広
の
農

業
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
国
立
公
園
化
が
、
十
勝
・
帯
広
の
魅
力
を
よ
り
広

く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り
、
更
に
は
、
こ
の
豊
か
な

自
然
や
当
地
の
食
を
核
と
し
た
観
光
振
興
を
は
じ
め
、
様
々
な

取
組
み
を
地
域
一
体
と
な
り
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
魅

力
・
活
力
は
更
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
に
愛
さ
れ
、
誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
良
い
帯
広
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
議

員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
帯
広
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

帯
広
市
議
会 

議
長

横
　
山
　
明
　
美

　

東
京
帯
広
会
の
皆
様
に
は
、
故
郷
で
あ
る
帯
広
と
首
都
圏
と

の
交
流
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
常
日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
尽
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
麦
の
刈
取
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
十
勝
・
帯
広

で
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
本

年
も
十
勝
の
大
地
は
豊
作
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

帯
広
商
工
会
議
所
は
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て
多

く
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
は
、

北
海
道
立
帯
広
美
術
館
で
「
星
野
道
夫 

悠
久
の
時
を
旅
す
る
」

写
真
展
を
開
催
し
、
会
期
中
に
は
２
万
人
を
超
え
る
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
小
路
商
店
街
と
協
力
し
て

昨
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
「
広
小
路
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、
今
年

で
第
３
回
目
を
迎
え
６
，
８
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の
方
々
が

集
ま
り
、
更
に
は
北
海
道
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た

「
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
」
に
は
１
１
６
店
が
十
勝
産
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
し
、
駅
周
辺
に
多
く
の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

大
型
店
の
閉
店
が
続
き
人
の
往
来
が
減
少
し
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
数
多
く
の
事
業

を
実
施
し
、
中
心
街
で
は
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
冬

に
も
中
心
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、
１
年
を
通
じ

て
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
時
間
が
許
せ
ば
ぜ
ひ
故
郷
に
帰
省
し
、
帯
広
の
空
気

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
東
京
帯
広
会
の
活
動
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
皆
様
の
絆

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

帯
広
商
工
会
議
所 

会
頭

川
　
田
　
章
　
博
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♦松崎町便り
　5月12日　棚田での田植えも3年目。今年も美味しいお

米をお届けします！！
　6月25日　勉三爺生誕祭、墓前に焼香の後「ひとつ鍋を

囲む会」。旧依田邸前の川原で片手におにぎり
と帯広白樺ジンギスカン！！　空気が美味し
い一日。

♦6月30日
帯広電信通り商店街第1回

「勉三祭り」に行ってきま
した。明治16年、帯広に
開拓団が入植したもっと
も歴史の古い地域。

　明治30年に帯広で初めて電信柱が建てられ「電信通り」
と呼ばれ親しまれています。縁日、とかちのキッチンカー
大集合などたくさんのイベントがあり、ばん馬試乗会もあ
り、でんぞうちゃんも大活躍でした。

　

初
秋
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
気
候
変
動
に
よ
り
東
京
は
６
月
半
ば
か
ら
猛

暑
日
が
続
き
、
早
い
段
階
で
暑
熱
順
化
に
対
応
し
ま
し

た
が
例
年
以
上
に
熱
中
症
患
者
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
帯
広
会
で
は
５
月
に
姉
妹
都
市
・
松
崎
町
の
棚

田
の
田
植
え
に
参
加
、
７
月
に
銀
座
ラ
イ
オ
ン
新
橋
店

で
の
恒
例
の
「
暑
気
払
い
」
を
実
施
し
、
多
数
の
会
員
の

皆
様
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
６
月
25
日
に
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
の

誕
生
に
よ
り
、
十
勝
は
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
、

大
雪
山
国
立
公
園
と
阿
寒
国
立
公
園
の
三
つ
の
国
立
公

園
に
囲
ま
れ
た
稀
に
み
る
自
然
豊
か
な
環
境
の
地
域
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
会
報
の
発
行
、
会
員
の
増
加
、
十
勝
ふ
る
さ

と
連
合
会
と
の
相
互
協
力
、
姉
妹
都
市
松
崎
町
と
の
交

流
な
ど
を
中
心
に
帯
広
市
、
帯
広
商
工
会
議
所
と
連
携

し
て
『
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
帯
広
』
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

参
画
し
、
故
郷
と
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
活
動
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご  

挨  

拶

東
京
帯
広
会
会
長

田
　
中
　
　
　
稔

　

梅
雨
明
け
が
待
ち
遠
し
い
7
月

13
日
（
土
）、
一
足
早
く
暑
気
払
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
聖
地
、
新
橋
。
日
比
谷

口
Ｓ
Ｌ
広
場
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の

「
銀
座
ラ
イ
オ
ン
新
橋
店
」。
午
後
の

ビ
ヤ
ホ
ー
ル
は
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

喜
来
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
田

中
会
長
の
乾
杯
の
挨
拶
で
冷
た
い

ビ
ー
ル
の
泡
が
輝
く
よ
う
に
参
加

さ
れ
た
方
25
名
の
笑
顔
も
弾
け
ま

し
た
。
蒸
し
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
爽

や
か
な
風
が
窓
か
ら
そ
っ
と
吹
き

込
み
ひ
と
息
つ
い
た
頃
、
全
員
の
自

己
紹
介
。
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
る
た
び

に
話
が
弾
み
暑
気
も
心
も
払
わ
れ

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。
今
年
4
月
に
赴
任
さ

れ
た
帯
広
市
東
京
事
務
所
の
大
林

所
長
か
ら
、
皆
で
故
郷
を
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
最
後
の
挨
拶
が

あ
り
、
ま
だ
日
中
の
暑
さ
を
帯
び
て

い
る
夕
暮
れ
の
街
を
後
に
し
ま
し

た
。
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー

ル（
株
）様
、

ご
協
賛
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。 暑

気
払
い

暑
気
払
い

白樺学園９年ぶり白樺学園９年ぶり
4回目の夏の甲子園4回目の夏の甲子園

最近のニュースからご紹介最近のニュースからご紹介

秋に東京帯広会のホームページがリニューアルします！！秋に東京帯広会のホームページがリニューアルします！！
元気なふるさとを、より見やすく早く皆様にお届けします。元気なふるさとを、より見やすく早く皆様にお届けします。

9月よりアドレスが変更9月よりアドレスが変更　obihiro-tokyo.org　obihiro-tokyo.org

③

　第41回「全日本少年野球大
会ENEOS2024」 が8月11日
より横浜スタジアムで開催さ
れました。北海道代表として帯
広市立南町中学校が8年ぶりに
出場。危険な暑さの続く中で敢
闘したが惜しくも2回戦で敗れ
ました。

　全国高校野球夏の甲子園に
白樺学園が出場。大会５日目長
崎創成館と対戦。持ち味の強力
打線が振るわず0対1で1回戦
敗退となりました。残念な結果
となりましたが、2年生中心の
チーム、この経験が来年につな
がっていくことでしょう。

「中学生の甲子園」「中学生の甲子園」
8年ぶりに8年ぶりに

十勝代表が出場十勝代表が出場
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◆管轄区域とその面積◆管轄区域とその面積
　十勝管内は帯広市・清水町・芽室町・中札内村・大樹町・広　十勝管内は帯広市・清水町・芽室町・中札内村・大樹町・広
尾町日高町、また日高管内は6町が公園の構成市町村です。面積尾町日高町、また日高管内は6町が公園の構成市町村です。面積
は当初の予定よりも増え252,177haとなりました。は当初の予定よりも増え252,177haとなりました。

◆日高山脈形成の特徴と地質・地形◆日高山脈形成の特徴と地質・地形
　日高山脈は、約1300万年前、北米プレートとユーラシアプレ　日高山脈は、約1300万年前、北米プレートとユーラシアプレ
ートが衝突して形成された南北約150kmに及ぶ脊梁山脈です。ートが衝突して形成された南北約150kmに及ぶ脊梁山脈です。
その時、地球奥底のマントルが地表に出現し幌満カンラン岩とその時、地球奥底のマントルが地表に出現し幌満カンラン岩と
なりました。このような成り立ちかつ良好な状態で地表に存在なりました。このような成り立ちかつ良好な状態で地表に存在
する場所は世界に2例しかなくとても貴重です。また、エリア内する場所は世界に2例しかなくとても貴重です。また、エリア内
には氷河地形、海食崖や海成段丘が海岸地域まで繋がっていまには氷河地形、海食崖や海成段丘が海岸地域まで繋がっていま
す。す。

◆日高山脈の魅力◆日高山脈の魅力
　固有種や遺存種が豊かであるということも魅力の一つです。　固有種や遺存種が豊かであるということも魅力の一つです。
ただし、日高山脈入山には高度なアウトドア技術が必要であり、ただし、日高山脈入山には高度なアウトドア技術が必要であり、
誰もが容易に楽しめないということが課題です。そこで環境省誰もが容易に楽しめないということが課題です。そこで環境省
では、国定公園の頃よりも車で入れるエリアを拡大し、さらにでは、国定公園の頃よりも車で入れるエリアを拡大し、さらに
国立公園外の周辺地域と連携することによって、その魅力を外国立公園外の周辺地域と連携することによって、その魅力を外
側からも発信することが大切だと考えました。側からも発信することが大切だと考えました。

◆日高山脈襟裳十勝国立公園の利活用について◆日高山脈襟裳十勝国立公園の利活用について
　本国立公園の原生的な風景が損なわれることなく、利用促進　本国立公園の原生的な風景が損なわれることなく、利用促進
をしていく役割を環境省は担っています。ですが、利用についをしていく役割を環境省は担っています。ですが、利用につい
てのコーディネーターを担うのは民間の皆様の役割だと考えててのコーディネーターを担うのは民間の皆様の役割だと考えて
います。国としては伴走的立ち位置で観光推進に関わっていくいます。国としては伴走的立ち位置で観光推進に関わっていく
姿勢です。現実的なお話をすると、公園を構成する十勝管内の1姿勢です。現実的なお話をすると、公園を構成する十勝管内の1
市4町1村の位置は日高山脈の上です。前述の通り、一般の方に市4町1村の位置は日高山脈の上です。前述の通り、一般の方に
は楽しめる機会が少なく他人事になりがちです。ですが、十勝は楽しめる機会が少なく他人事になりがちです。ですが、十勝
管内に暮らす人々にとって日高山脈は生まれた時からずっとそ管内に暮らす人々にとって日高山脈は生まれた時からずっとそ
こにあり毎日眺めてきた山です。その山々の世界的価値を先ずこにあり毎日眺めてきた山です。その山々の世界的価値を先ず
は住民の皆様に知っていただき、雄大な十勝平野だからこそ楽は住民の皆様に知っていただき、雄大な十勝平野だからこそ楽
しめる観光のスタイルを自ら積極的に発信をしていただきたいしめる観光のスタイルを自ら積極的に発信をしていただきたい
のです。例えば、登山ができない観光客にも「開拓の歴史」「アのです。例えば、登山ができない観光客にも「開拓の歴史」「ア
イヌ文化」からアプローチをする、食文化と関連づけるなどのイヌ文化」からアプローチをする、食文化と関連づけるなどの
アイディアで十勝平野から日高山脈へ繋がるストーリーテリンアイディアで十勝平野から日高山脈へ繋がるストーリーテリン
グも可能になります。そのためにも、国や地方自治体と民間のグも可能になります。そのためにも、国や地方自治体と民間の
連携と既存の施設の有効活用がとても大切だと考えます。連携と既存の施設の有効活用がとても大切だと考えます。

　日高山脈の成り立ちに基づく本国立公園の魅力を、いかにし　日高山脈の成り立ちに基づく本国立公園の魅力を、いかにし
てその外側のエリア帯広市が位置する十勝平野から楽しむか？てその外側のエリア帯広市が位置する十勝平野から楽しむか？
山北さんにお話を伺い、周辺市町村と広域連携することがKEY山北さんにお話を伺い、周辺市町村と広域連携することがKEY
だということがわかりました。多くの観光コンテンツが生まれだということがわかりました。多くの観光コンテンツが生まれ
そうです。そうです。

　2024年6月25日日高山脈襟裳十勝国立公園が指　2024年6月25日日高山脈襟裳十勝国立公園が指
定されました。そこで、環境省帯広自然保護官事定されました。そこで、環境省帯広自然保護官事
務所の自然保護官　山北 育美さん（異動により、務所の自然保護官　山北 育美さん（異動により、
現在は栁田邦玲雄さん）にお話を伺い、十勝平野現在は栁田邦玲雄さん）にお話を伺い、十勝平野
からの楽しみ方のヒントをいただいて参りました。からの楽しみ方のヒントをいただいて参りました。

④

国内最大の国立公園　国内最大の国立公園　
「日高山脈襟裳十勝国立公園」の誕生「日高山脈襟裳十勝国立公園」の誕生

文・写真／江川　理恵文・写真／江川　理恵

提供／環境省提供／環境省
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　7月6日（土）とかち帯広空港、5日間の旅を終えロビーでビールを飲み始め　7月6日（土）とかち帯広空港、5日間の旅を終えロビーでビールを飲み始め
たその時、「本日は落雷のため羽田空港は閉鎖、最終便は欠航」とアナウンスたその時、「本日は落雷のため羽田空港は閉鎖、最終便は欠航」とアナウンス
があり私たち４人のジョッキを持つ手が止まる。そして週末の空港内は騒然とがあり私たち４人のジョッキを持つ手が止まる。そして週末の空港内は騒然と
なりカウンターへ走る。今夜は段ボールと新聞紙で過ごすのかと不安になるが、なりカウンターへ走る。今夜は段ボールと新聞紙で過ごすのかと不安になるが、
なんとか宿泊先を確保し翌日の便で無事帰京。千歳空港から日高、襟裳岬、黄なんとか宿泊先を確保し翌日の便で無事帰京。千歳空港から日高、襟裳岬、黄
金道路、十勝へと日高山脈を満喫する旅を終えることができました。金道路、十勝へと日高山脈を満喫する旅を終えることができました。

　十勝での最初の夜はくったり温泉。翌日は今回の目標のひとつタウシュベツ川橋梁。　十勝での最初の夜はくったり温泉。翌日は今回の目標のひとつタウシュベツ川橋梁。
事前申込みした林道ゲート通行鍵をお借りし幻の橋を前に北の大地の秘境、大雪山を事前申込みした林道ゲート通行鍵をお借りし幻の橋を前に北の大地の秘境、大雪山を
バックに糠平湖とのコントラストに静かな感動を覚えました。三国峠、十勝三俣を回バックに糠平湖とのコントラストに静かな感動を覚えました。三国峠、十勝三俣を回
り２日目の宿泊先帯広市のヌプカホテルへ。すぐに北の屋台、十勝長屋を歩き厚岸牡り２日目の宿泊先帯広市のヌプカホテルへ。すぐに北の屋台、十勝長屋を歩き厚岸牡
蠣が食べられるお店で帯広会事務局の方と合流、翌日のスケジュールを確認。平日な蠣が食べられるお店で帯広会事務局の方と合流、翌日のスケジュールを確認。平日な
のに帯広の夜は大賑わいで驚きました。のに帯広の夜は大賑わいで驚きました。
　4日目は早起きをして「柳月スイートピア・ガーデン」へ向かう。昨夜地元の方か　4日目は早起きをして「柳月スイートピア・ガーデン」へ向かう。昨夜地元の方か
ら数量限定「三方六のはじっこ」のことを聞き、それではと8時半に到着したがすでら数量限定「三方六のはじっこ」のことを聞き、それではと8時半に到着したがすで
に長蛇の列。諦めかけたが白樺の切り株のような三方六を購入。早くから観光バスがに長蛇の列。諦めかけたが白樺の切り株のような三方六を購入。早くから観光バスが
到着し店舗内は賑わいを見せていました。道の駅おとふけに寄り、「今日は長距離にな到着し店舗内は賑わいを見せていました。道の駅おとふけに寄り、「今日は長距離にな
ります」とのことでしたが、ジャガイモ畑を眺めながらナイタイ高原へと向かう。ります」とのことでしたが、ジャガイモ畑を眺めながらナイタイ高原へと向かう。
　前回、北海道豪雨のあとで大変な被害に驚きましたが、あれから８年、おしゃれな　前回、北海道豪雨のあとで大変な被害に驚きましたが、あれから８年、おしゃれな
ナイタイテラスが私たちを歓迎してくれました。薄曇りでしたが遠くに日高山脈が見ナイタイテラスが私たちを歓迎してくれました。薄曇りでしたが遠くに日高山脈が見
渡せ十勝平野が一望できるこの牧場は素晴らしい。ここでは「うしのソフトクリーム」渡せ十勝平野が一望できるこの牧場は素晴らしい。ここでは「うしのソフトクリーム」
を味わい池田町ワイン城へ。その後十勝まきばの家で自家製ミニトマトランチ。そしを味わい池田町ワイン城へ。その後十勝まきばの家で自家製ミニトマトランチ。そし
て十勝ヒルズで美しいガーデン内を散策し一日の予定を終えました。夕方から小雨がて十勝ヒルズで美しいガーデン内を散策し一日の予定を終えました。夕方から小雨が
降り馬車バーは中止となりましたが地ビールのプレゼント。街は昨夜以上の賑わいで降り馬車バーは中止となりましたが地ビールのプレゼント。街は昨夜以上の賑わいで
やっと入れた居酒屋でホッケ焼きとラーメンサラダで今日の反省会。やっと入れた居酒屋でホッケ焼きとラーメンサラダで今日の反省会。

　最終日は「麦音」で朝食。テラ　最終日は「麦音」で朝食。テラ
ス席で十勝のパンを味わい六花のス席で十勝のパンを味わい六花の
森へ。「花柄包装紙館」では坂本森へ。「花柄包装紙館」では坂本
直行氏が描いた六花亭の包装紙が直行氏が描いた六花亭の包装紙が
壁一面に貼られ、千秋庵から六花壁一面に貼られ、千秋庵から六花
亭への歴史、詩集「サイロ」のエ亭への歴史、詩集「サイロ」のエ
ピソードなどを知ることができまピソードなどを知ることができま
した。もちろんカフェでは限定スした。もちろんカフェでは限定ス
イーツをいただき六花亭の静かなイーツをいただき六花亭の静かな
偉大さを感じました。偉大さを感じました。
　紫竹ガーデンを通りジンスカン　紫竹ガーデンを通りジンスカン
白樺でランチ、そして最大の楽し白樺でランチ、そして最大の楽し
みばんえい競馬へ。馬大好きな私みばんえい競馬へ。馬大好きな私
はここで馬と一緒にレースを楽しはここで馬と一緒にレースを楽し
めることが喜びです。その後木野めることが喜びです。その後木野
にあるスーパーハピオで地元の食にあるスーパーハピオで地元の食
品を購入し空港へと向かい、最高品を購入し空港へと向かい、最高
の旅行だったと思っていたところの旅行だったと思っていたところ
にトラブルに遭いもう一泊するこにトラブルに遭いもう一泊するこ
ととなりましたが、これも思い出ととなりましたが、これも思い出
のひとつとなりました。のひとつとなりました。

⑤

トラブルも思い出にトラブルも思い出に

十勝平野を満喫十勝平野を満喫 東京在住　浦川　料子東京在住　浦川　料子
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
六
年
八
月
十
日
現
在

賛
助
会
員
一
覧

　

今
年
の
4
月
に
東
京
事
務
所
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
東
京
帯
広
会
の

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
ふ
る
さ
と
十
勝
・
帯
広
に
対
し

て
思
い
を
寄
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
帯
広
会
の
活
動
が
円

滑
に
進
む
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
帯
広
に
家
族
を
残
し
、
単
身
で
東
京
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。
家
族
は

妻
と
高
校
球
児
の
長
男
、
民
謡
と
テ
ニ
ス
の
二
刀
流
の
次
男
が
お
り
ま
す
。

頻
繁
に
帰
省
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
電
話
で

話
す
な
ど
心
の
距
離
が
だ
い
ぶ
埋
め
ら
れ
、
改
め
て
便
利
な
世
の
中
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
か
ら
2
年
間
、
観
光
交
流
課
長
と
し
て
東
京
帯
広
会
と
の
窓

口
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
で
会
員
の
み
な

さ
ま
と
の
交
流
が
叶
わ
ず
、
心
に
残
念
な
気
持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
観
光
交
流

課
を
離
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
東
京
事
務
所
長
と
し
て
再
び
ご
縁
が
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
事
務
所
は
国
の
省
庁
や
地
元
選
出
国
会
議
員
の
ほ
か
、
東
京
帯
広
会

を
は
じ
め
と
す
る
在
京
団
体
と
帯
広
市
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
帯
広
会
と
十
勝
・
帯
広
の
絆
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う

精
一
杯
汗
を
か
い
て
い
き
ま
す
。

　

夏
の
猛
暑
が
続
き
ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
く
れ

ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
い
た
だ
き
（
東
京
の
猛
暑
初
体
験
の
私
が
一
番
ア
ヤ
シ

イ
か
も
・
・
・
）、
秋
の
集
い
で
元
気
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

帯
広
市
東
京
事
務
所
長

大
　
林
　
健
　
一

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

帯
広
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議
会
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広
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会
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長
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由
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党･

無
所
属
の
会
会
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憲
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・
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合
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政
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長
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党
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日
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党
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広
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議
会
議
員
団
団
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帯
広
商
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会
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団
法
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広
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ー
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デ
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広
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組
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団
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帯
広
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設
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帯
広
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用
金
庫
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広
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正
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同
組
合

帯
広
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産
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学
関
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帯
広
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会
社
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広
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合

株
式
会
社
十
勝
毎
日
新
聞
社

社
会
医
療
法
人　

博
愛
会　

開
西
病
院

株
式
会
社
福
原

プ
リ
マ
ハ
ム
株
式
会
社
北
海
道
工
場

株
式
会
社
満
寿
屋
商
店

株
式
会
社
丸
勝

宮
本
商
産
株
式
会
社

株
式
会
社
明
治

雪
印
種
苗
株
式
会
社

よ
つ
葉
乳
業
株
式
会
社

株
式
会
社
柳
月

株
式
会
社
六
花
亭

Ｙ
Ｓ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社

【
新
規
賛
助
会
員
】

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
理
事
組
合
長

会
長

理
事
長

代
表
理
事
組
合
長

会
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

工
場
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

執
行
役
員

取
締
役
専
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役�

横

山

明

美

楢

山

直

義

石
　
井
　
宏
　
治

菊

地

ル

ツ

有

城

正

憲

大
竹
口
　
武
　
光

杉

野

智

美

川
　
田
　
章
　
博

小
　
倉
　
　
　
豊

加　

藤　

祐　

功

榎　
　
　

善　

教

有　

塚　

利　

宣

萩　

原　

一　

利

髙　

橋　

常　

夫

森　
　
　

和　

裕

林　
　
　

克　

昌

髙

嶋

昌

宏

廣

島

麻

子

川　

田　

章　

博

高　

田　
　
　

勲

笹　

井　

祐　

三

曽　

我　

浩　

昌

若　

園　
　
　

清

深　

澤　

知　

博

板　

垣　

好　

紀

中

井

崇

文

伊

藤

儀

三

髙　

薄　

宏　

徳

橋

場

幸

一

林　
　
　

浩　

史

細　

川　

𠮷　

博

福　

原　

郁　

治

林　
　
　

吉　

彦

杉　

山　

雅　

則

梶　

原　

雅　

仁

平　
　
　

征　

浩

森

田

秀

樹

小　

西　

寛　

昭

有　

田　
　
　

真

田

村

英

祐

小　

田　

文　

英

髙　

橋　

勝　

坦

小　

森　

唯　

永



①
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第95号

　

総
会
開
催
日
の
関
係
で
一
ヶ
月
早

く
会
報
95
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
児

童
会
館
60
周
年
。
私
た
ち
の
時
代
の

小
学
生
は
皆
こ
こ
で
フ
ォ
ー
ク
と
ナ

イ
フ
の
使
い
方
を
習
い
、
週
末
は
科

学
教
室
に
参
加
し
、
小
さ
な
街
で
は

感
動
的
な
こ
と
で
し
た
。

　

日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
が

誕
生
し
て
す
ぐ
の
7
月
に
知
人
を
案

内
し
て
十
勝
を
縦
断
し
て
来
ま
し

た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
日
高
山
脈
を

望
み
、
こ
の
山
々
が
見
せ
る
景
色
は

私
た
ち
に
と
っ
て
生
活
の
一
部
で
も

あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
も
日
常
過
ぎ
て
新

し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
思
っ
て
も

難
し
い
で
す
が
、
江
川
さ
ん
が
ヒ
ン

ト
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
故
郷
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

危
険
な
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
外
出

を
控
え
る
毎
日
、断
捨
離
に
ト
ラ
イ
。

懐
か
し
い
写
真
に
幼
い
時
の
故
郷
が

蘇
る
。
札
内
川
で
泳
ぎ
、
大
き
な
ス

イ
カ
を
食
べ
、
花

火
を
し
た
光
景
、

や
さ
し
い
夏
の
思

い
出
・
・
・
。

⑦

編
集
後
記

　

東
京
帯
広
会
は
会
員
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
す
る
会
費
で
運
営

を
し
て
お
り
ま
す
。お
手
数
で
す
が
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会

費
１
，５
０
０
円
の
納
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
10
月
開
催
の
総
会
・
秋
の
集
い
に
ご
出
席
の
方
は
、当
日
受

付
に
て
懇
親
会
費
８
，５
０
０
円
と
と
も
に
年
会
費
を
納
入
頂
け
ま

す
。そ
の
場
合
は
合
わ
せ
て
１
０
，０
０
０
円
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

当
会
で
は
姉
妹
都
市
松
崎
町
の
石
部
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
参

加
し
米
作
り
を
体
験
し
て
い
ま
す
。海
が
大
好
き
、山
が
大
好
き
、自

然
が
大
好
き
、伊
豆
が
大
好
き
、そ
し
て
米
が
大
好
き
で
、米
作
り
を

体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、初
め
て
の
方
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。地
元
の
方
た
ち
の
協
力
の
下
、私
た
ち
と
一
緒
に
米
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
？

　

今
年
は
5
月
に
田
植
え
を
終
え
、10
月
に
稲
刈
り
の
予
定
で
す
。

　

お
問
合
せ
は
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

◆

◆ 

松
崎
町
棚
田 

◆

役 員 名 簿
＝令和６年度＝

会 長

副 会 長

事務局長

理 事

顧 問

監 事

田　中　　　稔

影 山 晴 久
草 山 和 彦

古　谷　美津子

大和田　保　夫
古 山 幹 雄
喜 来 　 望
安 藤 治 樹
菊 池 哲 也
辻 　 拓 人
桐 生 詩 子

野　呂　綾　子
森　田　邦　雄

鈴　村　英　一
西　本　昌　人

十勝鹿追が舞台の映画十勝鹿追が舞台の映画

　中原丈雄主演、プロデューサーは鹿追町
出身の須永裕之さん。2022年夏より撮影
が始まり秋、冬と大自然の四季を通して描
かれる心温まる再生の物語。
　新宿ピカデリー、MOVIX昭島、MOVIX
昭島、MOVIX三郷他で公開予定。
公式サイト
https://syashinkan.warabifilm.co.jp/

10月11日より全国の映画館で公開！！10月11日より全国の映画館で公開！！

「おしゃべりな写真館」

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

北海道の美味しさが勢ぞろいする屋外最大級のイベント！北海道の美味しさが勢ぞろいする屋外最大級のイベント！
安心とともに「本物の北海道の味覚」をお届け！！安心とともに「本物の北海道の味覚」をお届け！！

日　時　　2024年10月3日（木）～10月6日（日）日　時　　2024年10月3日（木）～10月6日（日）
　　　　　10：00～19：00　（雨天開催・荒天中止）　　　　　10：00～19：00　（雨天開催・荒天中止）
　　　　　最終日は18：00まで　　　　　最終日は18：00まで
会　場　　代々木公園野外音楽堂前広場会　場　　代々木公園野外音楽堂前広場

詳細は　　https://www.hokkai-syokudo.jp/yoyogi詳細は　　https://www.hokkai-syokudo.jp/yoyogi

第34回 第34回 

北海道フェア北海道フェアin in 代々木代々木
～ザ・北海食道～～ザ・北海食道～
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⑧

　

令
和
６
年
６
月
25
日
、
国
内

35
番
目
の
国
立
公
園
と
し
て
『
日

高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
』

が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

帯
広
市
を
含
む
十
勝
と
日
高

管
内
の
計
13
市
町
村
に
ま
た
が
る

『
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公

園
』
は
、
氷
河
の
作
り
出
し
た
地

形
や
日
本
唯
一
の
地
質
が
み
ら
れ

る
ほ
か
、
北
海
道
を
代
表
す
る
野

生
動
植
物
が
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
。
公
園
区
域
は
25
万
２
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
陸
域
で
は
国
立
公
園

と
し
て
国
内
最
大
の
広
さ
を
誇
り

ま
す
。

　

国
立
公
園
の
指
定
に
あ
た
っ
て

は
、
内
陸
部
か
ら
海
ま
で
延
々
と

連
な
る
日
高
山
脈
の
雄
大
さ
と
、

そ
の
一
帯
が
原
生
的
な
自
然
状
態

を
保
っ
た
ま
ま
、
国
内
最
大
の
ま

と
ま
り
を
も
っ
て
存
在
す
る
こ
と

が
、
我
が
国
を
代
表
す
る
に
足
る

傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
山
脈
は
、
そ
の
特
異
な
成

り
立
ち
と
、
山
岳
か
ら
海
岸
ま
で

の
多
様
な
自
然
環
境
を
有
す
る
こ

と
で
、
こ
の
地
域
に
し

か
な
い
固
有
な
動
植

物
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
学
術
的
に
も

高
い
評
価
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
利
用

者
の
多
く
は
、
主
に

登
山
を
目
的
に
訪
れ

て
い
ま
す
が
、
十
勝

側
は
一
般
的
な
登
山

道
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
上
級
者
向
け
の
山
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
環
境
保
全
と
観
光
利

用
が
調
和
し
た
国
立
公
園
と
し
て

育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
地
域
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
東
洋
経
済
新
報
社
が

発
表
し
て
い
る
『
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０
２
４
』
に
お
い
て
、

帯
広
市
が
４
年
連
続
で
北
海
道
１

位
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
全
国
に

あ
る
市
と
特
別
区
（
千
代
田
区
、

中
央
区
、
港
区
を
除
く
）
を
合
わ

せ
た
８
１
２
市
区
を
対
象
に
、「
安

心
度
」「
利
便
度
」「
快
適
度
」「
富

裕
度
」
の
４
つ
の
視
点
か
ら
評
価

し
、順
位
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
は
、
人
口
当
た
り
の

「
小
売
販
売
額
」「
大
規
模
小
売
店

店
舗
面
積
」「
飲
食
店
数
」、
可
住

地
面
積
当
た
り
の
「
飲
食
料
品
小

売
事
業
者
数
」
な
ど
、
買
い
物
や

飲
食
に
関
す
る
「
利
便
度
」
が
全

国
16
位
と
評
価
を
得
て
お
り
、
全

国
順
位
も
前
年
の
１
３
３
位
か
ら

１
２
３
位
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、『
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
２
０
２
４
』
の
北
海
道
２
位

は
函
館
市
（
全

国
１
６
１
位
）、

３
位
は
室
蘭
市

（
全
国
１
９
１

位
）、
全
国
１

位
は
熊
本
県
人

吉
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

帯
広
市
児
童
会
館
は
、「
親
子

で
楽
し
み
な
が
ら
科
学
を
学
び
、

文
化
活
動
な
ど
を
体
験
で
き
る
」

施
設
を
テ
ー
マ
に
、
青
少
年
科
学

館
と
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の
複
合

施
設
と
し
て
、
昭
和
39
年
９
月
27

日
に
開
館
し
、
今
年
で
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
天
文
台
、

科
学
展
示
室
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備

え
て
い
る
ほ
か
、
青
少
年
科
学
館

と
し
て
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
宿

泊
施
設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
寝

食
を
と
も
に
し
な
が
ら
集
団
生
活

と
生
活
体
験
、
実
験
や
工
作
な
ど

を
行
う
「
宿
泊
学
習
」
は
、十
勝
、

帯
広
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
の
「
共

通
体
験
」
と
し
て
、
３
世
代
で
参

加
経
験
の
あ
る
方
も
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
親
子
の
触
れ
合
い
を
深

め
る
場
と
し
て
、
様
々
な
遊
び
場

や
遊
具
等
の
子
育
て
支
援
機
能
を

追
加
す
る
な
ど
、
時
代
の
ト
レ
ン

ド
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら

改
修
を
重
ね
、

こ
れ
ま
で
に
延

べ
７
８
０
万
人

以
上
の
方
に
利

用
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま

す
。

日高山脈日高山脈

   
◇ 
帯
広
・
十
勝
ニ
ュ
ー
ス

「
日
高
山
脈
襟
裳

十
勝
国
立
公
園
」誕
生

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
４　

道
内
１
位

帯
広
市
児
童
会
館

　
　
　

開
館
60
周
年

帯広駅帯広駅 帯広市児童会館帯広市児童会館


